
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役場庁舎新築工事は、昨年７月の着工から１年が経過しました。 

鉄骨が立ち上がり、建物の骨格がわかるようになりました。今後は、スラブ（床）工事や外壁・屋根

等の外部仕上げ工事を進める予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CLT（直交集成板）とは、木の板を繊維方向が直交するように重ねて接着したパネルで、これまであま

り木材が使われてこなかった中大規模の建築物などに用いることが可能な建材です。 

役場新庁舎では、２階「桜ホール」の床下地などの一部に CLT を活用します。CLT はコンクリートよ

り軽いため、建物重量を軽くすることができ、１階部分に大スパンのピロティを設けることが可能とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★工事状況写真を町ホームページに掲載しておりますので、是非ご覧ください。 

  http://www.town.miharu.fukushima.jp/soshiki/8/koujisyasin.html 

                                               QR コードによるアクセス ⇒ 

 

 

（撮影:令和元年 9 月 2 日） 

工事の進捗状況のお知らせ 

CLT の活用について 

R2.6.2 撮影 

三春町役場新庁舎建設通信 VOL.6 発行日：令和２年 7 月 10 日 
担当：財務課公共施設整備班（0247-62-2132）、建設課建築グループ（0247-62-2113） 

R2.7.1 撮影 

～ 役場庁舎新築工事のいろいろな情報をお知らせしております ～ 

ピロティ 
2 階「桜ホール」 

CLT の断面 



 

 

 
  

全景（令和 2 年 6 月 2 日撮影） 全景（令和 2 年 7 月 1 日撮影） 

 

 

 

県道から※西側（令和 2 年 6 月 2 日撮影） 県道から※西側（令和 2 年 7 月 1 日撮影） 

  

県道から※東側（令和 2 年 6 月 2 日撮影） 県道から※東側（令和 2 年 7 月 1 日撮影） 

  

１階の様子（令和 2 年 7 月 8 日撮影） ２階の様子（令和 2 年 7 月 8 日撮影） 

 

工事写真 


